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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、いつでも、どこでも、だれにでも、手軽に、繰り返し利用可能なユビキタス環
境における日本語教育支援システムを開発し、地球規模の公開運用実験と評価を行った。この
システムでは、連合漢字学習、手書き漢字入力を用いた辞書検索、漢字文章読解、特殊拍や
単語アクセントの聞き取り、日本留学模擬試験、United Links などの支援機能を有している。
漢字クイズの約 1 年間の公開運用実験の結果、iPhone や iPod Touch から約 16%の利用が
あり、ユビキタス環境での学習支援システムが益々重要になってきていることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 

We have developed an integrated system for web-based Japanese learning in a 
ubiquitous environment. And we have carried out global field testing and evaluation 
for the system.  By using the system on the Internet, any learner can easily learn 
Japanese at anytime and in anywhere on their convenience via PC, iPhone or iPod 
touch. The system has functions such as associative kanji learning, dictionary search 
using kanji handwriting recognition, web-dictionary search using text parsing, 
dictation quizzes, united links and so on.  About 16% for kanji quizzes was accessed 
from iPhone or iPod touch.  So the system is useful for Japanese learning in the 
ubiquitous environment using new mobile devices. The URL of the system is 
http://www.sp.cis.iwate-u.ac.jp/icampus/u/.  In this research project, Dr. Yoriko 
YAMADA-BOCHYNEK (Free University Berlin) and Dr. Seiichiro INABA (San Jose 
State University) joined as co-researchers. 
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１．研究開始当初の背景 
言語学習において、気づき(noticing)を養い、

できるだけ長時間言語に触れさせることが、 
Good Learnersを育てるために必要不可欠で
ある。また、言語の運用能力を養うには、文
字言語だけでなく、音声言語を統合して教育
することが必要になってきている。このよう
な立場から、ブロードバンド・インターネッ
トやポッドキャスティングなどのユビキタ
ス環境の利用は、今後の日本語教育に不可欠
な要素となっている。 

 
２．研究の目的 

本研究では、自分の都合の良い時間にいつ
でも、世界各地のどこからでも、だれにでも、
手軽に、繰り返し利用可能なユビキタス環境
において、文字言語と音声言語を統合した日
本語教育支援システムを開発し、地球規模の
公開運用実験を行い、システムを利用した日
本語教育の有効性の評価をすることを、目的
としている。 
 
３．研究の方法 
研究方法は、以下の 6 項目に大別される。

（１）日本語教育支援システムの地球規模の
無料公開運用実験（インターネットを利用し
たシステムの公開運用と評価）、（２）文字言
語と音声言語を統合した日本語教育の評価、
（３）ユビキタス環境における iPhone など
を用いた日本語教育の評価、（４）特殊拍や
単語アクセントなどの日本語音声聞き取り
能力評価の公開実験、（５）連続音声中の日
本語特殊拍、単語アクセント、イントネーシ
ョンなどのインターネット型発音評価、（６）
日本留学試験に加えて、プレースメント試験
とアチーブメント試験のインターネット型
模擬試験の運用実験 
 
４．研究成果 

研究内容は、以下の 6 項目に大別される。 
（１）日本語教育支援システムの地球規模の
無料公開運用実験 

インターネットを利用したシステムの公
開運用と評価を行った。地球規模の無料公開
実験の評価は、海外の日本語教師と共同して
実施し、開発したシステムの有効性を評価し
た。なお、公開実験用 URL として、 
http://www.sp.cis.iwate-u.ac.jp/icampus/u/の 
URL を利用した。 

 
（２）文字言語と音声言語を統合した日本語
教育の有効性の評価 

漢字学習において、連合学習の効果の測定、

連合ポータルを用いた辞書検索と単語音声
合成の併用利用などを実施した。なお、テキ
スト音声合成のための音声辞書に、変換誤り
があったため、音声辞書を一部整備した。 
 
（３）ユビキタス環境におけるポッドキャス
ティングによる iPod などを用いた日本語教
育の有効性の評価 
音声や動画の視聴で日本語に長時間接す

ることにより、日本語の定着を促進して、日
本語教育の効率化を図るため、漢字アニメー
ションのポッドキャスティングを用いた教
育を実施した。このため、Web サーバに
RSS(Rich Site Summary)の XML 形式ファイル
の自動作成、自動配布などの仕組みを導入し
た。 
 
（４）特殊拍や単語アクセントなどの日本語
音声聞き取り能力評価の公開実験   
1997 年 か ら LESSON/J

（ http://www.sp.cis.iwate-u.ac.jp/sp/le
sson/j/）として公開してきたシステムを継
続して運用した。現在、累積で 50 万件を超
えるアクセスがあった。 
 
（５）連続音声中の日本語特殊拍、単語アク
セント、イントネーションなどのインターネ
ット型発音評価の実験 
これまでの研究で、我々は独自に、2000 年

度に単語中の特殊拍や単語アクセントのイ
ンターネット版日本語発音評価システムを
開発した。これを受けて、連続音声中のイン
ターネット版単語アクセント発音評価シス
テム、また、連続音声中の特殊拍のインター
ネット版発音評価システムを開発し、評価実
験を行った。 
この発音評価システムの評価実験から、

「叔母さんとお婆さんに会った」などで、お
ばあさんを長母音化しようとして、おばさん
を長時間化するような過剰学習が見られた。
このように、過剰学習などの発音習得機構の
経時変化を記録することは、発音学習を効率
化する上での重要な方略情報が得られるも
のと思われるため、今後、研究を発展してい
く必要がある。 
 
（６）日本留学試験に加えて、プレースメン
ト試験とアチーブメント試験のインターネ
ット型模擬試験の運用実験 
外国語教育などにおいて、ヨーロッパ共通

参照枠組 CEFや国際交流基金の日本語能力試
験の国際スタンダーズなどのように、国際基
準作りが、重要な課題となっている。 



我々は、日本学生支援機構 JASSO の実施し
ている日本留学試験の日本語の試験問題を、
JASSO と出版元の桐原書店から、著作権利用
の許可を得て、 2004 年から、 iCampus
（http://www.icampusj.net）で日本留学試
験の模擬試験を公開してきた。このシステム
に加えて、日本語のプレースメント試験やア
チーブメント試験のインターネット型模擬
試験を開発し、運用評価した。 
この運用により、短時間で教師の負担なく

クラス分けが出来ると共に、学生の達成度を
計測できることができた。なお、今後は、さ
らに問題数を増やすなどして、より改善して
いく必要がある。 

なお、模擬試験などで誤った問題について
は、uPal（先進学習のための連合ポータル）
を用いて、連合辞書や日日辞書を用いること
により、気づき（Noticing）を促し、正しい
日本語を定着させる仕組みも取り入れた。 
 インターネットを利用した日本語教育支
援では、連合漢字学習システムと読解支援シ
ステムを開発し、運用評価を行った。 
 連合漢字学習システムでは、記憶、復習、
評価の３つのモードにより、学習効率を高め
た。すなわち、記憶モードでは、図１に示す
ように、漢字の形、英語の意味、音読み、訓
読み、部首名、画数、筆順などの情報を統合
して表示し、さまざまな情報を連合して記憶
できるようになっている。この表示は、パソ
コンばかりでなく、iPhone などのモバイルデ
バイスでも表示されるため、ユビキタス環境
で、繰り返し表示して利用することができる。 
 図２は、評価モードの表示例で、パソコン
はかりでなく、iPhone などで、理解度の評価
ができる。この漢字クイズの約 1年間の公開
運用実験の結果、iPhone や iPod Touch から
約 16%の利用があり、ユビキタス環境での学
習支援システムが益々重要になってきてい
ることが分かった。 
 図３は、手書き文字認識を用いた漢字や単
語の検索例で、この例のように、１画目と２
画目の筆順を誤っても、柔軟に認識結果が得
られるようになっており、初級学習者向けで
ある。 
 図４と図５は日本語の読解支援の例で、動
詞の原形を知らなくても、簡単に辞書が引け
るように工夫されている。 

図６は、Google 翻訳 API を利用した多言語
翻訳の例で、翻訳が完全ではない部分がある
が、単語や文の概略の意味理解を支援するこ
とができた。 

このように、本研究で開発した統合型日本
語教育支援システムを用いて、地球規模の公
開実験と評価を行った結果、情報技術の急速
な発展とともに、ユビキタス環境での教育支
援が益々重要になって来ていることが分か
った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 漢字学習の記憶と復習モードの例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 連合漢字学習の評価モードの例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 手書き文字認識結果を用いた検索例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 読解支援部の構成図 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 「草枕」の読解支援処理例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 多言語機械翻訳の利用例 
 
（７）むすび 

本研究では、いつでも、どこでも、だれに
でも、手軽に、繰り返し利用可能なユビキタ
ス環境における日本語教育支援システムを
開発し、地球規模の公開運用実験と評価を行
った。このシステムでは、連合漢字学習、手
書き漢字入力を用いた辞書検索、漢字文章読
解、特殊拍や単語アクセントの聞き取り、日
本留学模擬試験、United Links などの支援機
能を有している。漢字クイズの約 1年間の公
開運用実験の結果、iPhone や iPod Touch か
ら約 16%の利用があり、ユビキタス環境での
学習支援システムが益々重要になってきて
いることが分かった。 
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